
「ひろしま住まいづくりコンクール」は，

住む人の笑顔とプロフェッショナルたちの

成果を広く伝える場所です。

2015
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広島県知事賞

筒の家
田中 健二 ［Small house design lab.］  

01-02
審査委員特別賞  空き家再生部門　最優秀賞

世羅の家
延平 司 ［橋本建設㈱］   

03-04
リフォーム部門　最優秀賞

小泉の家 ～時代を超えて住み継ぐ～　
梶田 栄子 ［eｆ設計室］  

05-06
リフォーム部門　優秀賞

岩成の家 築95年リノベーション
石川 晋次 ［㈲宮原工ム店］   

07
リフォーム部門　優秀賞

江戸時代末期の古民家再生　
道本 聡 ［㈲道建設］  

08
リフォーム部門　奨励賞

House.T －マンションの一室を温もりある戸建風へ－　
河井 光誠 ［河井建設工業㈱］    

09
リフォーム部門　奨励賞

本に囲まれて暮らす家
花井 佳代 ［㈱ハウジングネットワン］

10
新築部門　最優秀賞

緑陽の家
岡本 康生 ［一級建築士事務所プラス・ワイ］ 

11-12
新築部門　優秀賞

田尻の家
穂垣 友康・穂垣 貴子 ［くらし設計室］ 

13
新築部門　優秀賞

四季を感じる家　
冨野井 武志 ［㈱和田組］ 

14
新築部門　優秀賞

坪生の家
今川 忠男 ［今川建築設計］

15
新築部門　奨励賞

Y's-HOUSE
向山 徹・衞藤 翔平 ［向山徹建築設計室］

16
空き家再生部門　優秀賞

母屋の空き家改修
中村 克彦 ［中村克彦建築事務所］

17

INDEX

　物語に出てくるようなかわいい家，庭が広くて大きな家，モダンな家・・・

　皆さんが想い描く家の形は様 と々思いますが，理想の「住まい」とはどんなものでしょうか。

  ただ，建物がそこにあるだけではなく，人が住み，家族が生活し，そして住まう人の笑顔や思い出が紡がれてはじ

めて，その人にとっての理想の「住まい」が生まれるのだと思います。

　「ひろしま住まいづくりコンクール」では，「住まいづくり」とは，住み手である建築主と創り手である設計者・施工

者・企画立案者が共同で家族の物語を「住まい」の形にすることと考えています。そして，住まいづくりは，それぞ

れの理想の「住まい」への第１歩となり，日々の豊かな暮らしを通して，理想の「住まい」を実感できるようになる

のではないでしょうか。

　本コンクールでは，優良な住宅の供給促進と住宅産業の活性化を目的に，県内で行われた個人住宅のリ

フォーム及び新築等の工事を対象に募集を行い，優れた住宅作品とその関係者を表彰し，県民の皆様に「広島

の住まいづくり」を広く紹介しています。

　平成22年度から６回目の開催となる今年度の「ひろしま住まいづくりコンクール2015」では，空き家の増加が

社会問題となる中，新たに「空き家再生部門」を設け，使われていなかった空き家を再生して地域に根ざした

住まい方を実現した取組など，空き家活用の今後のモデルとして参考にできる住まいづくりも募集しました。

　今回，70作品（リフォーム部門32作品，新築部門33作品，空き家再生部門５作品）の応募があり，多数の優れた

応募作品の中から，審査委員会による厳正な審査の結果，広島県知事賞を始めとする各賞の受賞作品として，

13作品を選出いたしました。また，平成25年度から取り入れている現地審査では，実際に住まいづくりに携わられ

た建築主，設計者，施工者から，住まいに込められた想いや実現した暮らしの豊かさについて，素直な声をお聞き

することができ，本コンクールの趣旨に沿った審査を行うことができたと感じています。

　広島県知事賞を受賞した作品は，どこにでもある築35年の戸建て住宅を全面リフォームした事例で，1階の一部

を陶器販売の店舗と兼用できるよう，簡単に空間構成を変更できる工夫があるほか，計画や工事の段階でのコス

トを意識した創意工夫の跡が随所に見られ，住み手の期待したライフスタイルがうまく実現されている作品です。

　また，「空き家再生部門 最優秀賞」を受賞した作品は，審査委員会から，広島県知事賞受賞作品に次ぐ高い

評価を受けたことから，「審査委員特別賞」を冠し，表彰することとしました。この作品は，日本家屋の雰囲気を

うまく残しながら，新しい若い家族のライフスタイルに合うようにリフォームした良質な空き家の再生事例であり，

以前の住み手から新しい住み手に，大事に手入れされてきた住まいが継承された作品でもあります。

　この作品集には，受賞した13作品の，住まいづくりにおける建築主の様々な希望や想い，設計者や施工者等の

ノウハウや創意工夫，住み手と創り手の協働作業の成果がつまっています。県民の皆様が，実際に住宅のリ

フォームや新築工事等を行われる際に，今回の受賞作品の特色ある創意工夫を参考とされ，より希望に満ちあふ

れる住まいづくりの一助となれば幸いです。

　最後に，コンクールに応募いただいた多くの皆様，厳正な審査をしてくださった平野審査委員長をはじめとする

審査委員の皆様，そして，御協力いただいた関係団体の皆様に対して厚く御礼申し上げます。

平成２8年３月

広島県都市建築技術審議官　石岡　輝久
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趣 旨 このコンクールでは，広島県内で行われた住宅のリフォームや新築等の工事を対象に，建築主や事業者が建築物へ込
めた思いやノウハウを取り上げることで，建築物を建てる上での工夫や技術をより多くの方へ伝えていきたいと考えてい
ます。
建築主の嗜好やライフスタイル，広島の地域性などに配慮し，住まい方や省エネ・耐震性の向上，県産材の利用促進
などを通して，建築主の暮らし向きや要望を形にした作品を広く募集しました。

目 　 　 的 広島県内で施工された住宅のリフォームや新築等の工事において，様々な創意や工夫に溢れた事例を募り，優秀な作
品を「ひろしまの住まいづくり」として表彰し，これを県民に広く紹介することにより，本県の住環境の向上と住宅産業の
活性化に寄与すること

ス ケ ジュー ル

応 募 条 件

1 応募者の要件 応募者は，応募作品の住宅の建築主（施主），設計者，施工者または企画立案者

審 　 　 査

賞 に つ い て

1 審 査 の 観 点 応募された作品を次の観点から総合的に審査し，賞を選考

3 審 査 方 法 第一回審査委員会
上記委員で構成する審査委員会が，すべての作品について書類審査し，入賞候補作品を選定

現地審査
入賞候補作品について，現地にて工事内容の審査や，応募者・建築主からのヒアリング等を実施

第二回審査委員会
書類審査及び現地審査に基づいて，入賞候補作品の中から各賞を決定

◎広島県知事賞・・・・・・・・・・・・・１点（賞状・記念品）
◎リフォーム部門
　最優秀賞・・・・・・・・・・・・・・・・・・１点（賞状・記念品）
　優秀賞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２点（賞状）
　奨励賞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２点（賞状）
◎新築部門
　最優秀賞・・・・・・・・・・・・・・・・・・1点（賞状・記念品）
　優秀賞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3点（賞状）
　奨励賞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1点（賞状）

◎空き家再生部門
　最優秀賞・・・・・・・・・・・・・・・・・・１点（賞状・記念品）
　優秀賞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1点（賞状）

3 そ の 他 応募作品については，第一回審査委員会終了後，入賞候補作品の現地審査を実施

ひろしま住まいづくり   コンクール2015 概要

第二回審査委員会
結果発表
表彰式
受賞作品展（県内各市町）

平成28年 １月20日

平成28年 ２月16日

平成28年 ３月18日

平成28年 ４月上旬から約１年間

エントリー登録受付期間
作品応募受付期間
第一回審査委員会
現地審査

平成27年 ９月14日～10月16日

平成27年 ９月24日～10月23日

平成27年 11月16日

平成27年 12月14日,21日,23日

コンクール応援隊に関しては, 広島県住宅課にお問い合わせ下さい。

2 審 査 委 員 会
　（敬称略）

審査委員長 平野  吉信 ［広島大学大学院 教授］

福田  由美子 ［広島工業大学 教授］

城野  敏江 ［独立行政法人住宅金融支援機構中国支店 支店長］

元廣  清志 ［公益社団法人広島県建築士会 会長］

谷口  和郎 ［一般社団法人広島県建築士事務所協会 副会長］

龜谷  清 ［公益社団法人日本建築家協会中国支部 支部長］

山根　一弘 ［一般社団法人広島県建築センター協会 訓練課長］

宮川  裕壮 ［一般社団法人日本ツーバイフォー建築協会広島県支部 支部長］

田中  健太郎 ［一般社団法人日本住宅リフォーム産業協会中国四国支部 副支部長］

宮地  正人 ［広島県 建築技術部長］

審査委員 

コンクール応援隊は, を応援しています。2015

共通の観点
●一般家庭で見本としやすい価格や工事内容で，いつまでも広島県に住みたいと
　感じることができる，魅力ある住まいづくりを実現している
●設計や工事の過程で生じた困難や問題を，創意工夫や高い技術力によって解決している

リフォーム部門

●地域の気候風土に即した省エネ性能，耐震性の向上，バリアフリー化など，
　多様な住宅に対応した改修技術を用いて，住宅の品質向上を図っている
●居住者の家族構成の変化や住み替えの需要への対応，自分らしいライフスタイル，
　住まいに対する想いへの配慮など，居住者のニーズを実現している

空き家再生部門

●耐震性や断熱性の向上，維持管理への配慮など，住宅の居住性を向上させ，
　空き家の再生を図っている
●新たな居住者が，広島の気候風土やロケーションを生かし，住まいの中で，
　自分らしいライフスタイルを実現させている

新築部門

●高い断熱性，耐候性，耐震性などを備えており，
　長期にわたって活用されることを見据えた良質な住宅である
●県産材・地域材の利用，地域の景観や街並みとの調和，
　健康で快適な居住環境への配慮など，居住者のニーズを実現している

〈共通条件〉
●工事場所は広島県内であること
●用途が住宅であり，常時居住していること（別荘などは対象外）　
●住宅の構造，規模は不問　
●建築基準法など，建築基準関係規定を遵守していること
●過去に当ネットワークが主催した住まいづくりに関するコンクールに応募していないこと
〈リフォーム部門〉
●リフォームとは増築・改築・模様替え等をともなう工事であること（戸建て，共同住宅の別は不問）
●リフォーム後の用途が住宅であること（リフォーム前の用途は不問）
〈新築部門〉
●戸建て住宅であること（共同住宅の新築は含まない）
〈空き家再生部門〉
●空き家とは，一定期間以上使用されない状態に置かれていた建築物であること
●リフォーム後の用途が住宅であること（リフォーム前の用途は不問）　

平成24年4月から平成27年10月の応募締切までの間に，工事が完了したリフォーム又は新築等の実施例で，次の
条件を満足するもの

2 応 募 対 象
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before

after

テラス

浴室

キッチン背面収納

キッチン

リビング

アトリエ2

アトリエ

寝室

和室

浴室 洗面脱衣

和室

廊下

居室

キッチン

玄関

玄関

階段下収納 UP

UP

収納

収納

収納

押入れ床の間

収納

ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト

玄関ポーチ

作業台

エントランス

テレビ台

収納

収納

ダイニング

洗面脱衣

トイレ

トイレ

創
意
工
夫
点

筒
の
家

建具の手掛けを15ｍｍ
に設定し,彩色のある
テープを張った。気分
で着せ替えられるように
なっている。

改装前の柱を象徴的に残し,以前の名残を感じられるようにしている。

エキスパンドで仕上た壁はアトリエと周辺環境を柔ら
かく繋いでいる。

プライベートを優先する際,1枚の扉で施錠して住宅
スペースと分離させることができる。

天井まで伸びた扉は長い壁に対して自由に横方向へ動かせる計画にしている。

キッチンからリビングを望む。建具を開け放し筒の空間に広がりを与える。

白を基調としたシンプルな筒空間に強弱を与えるため,
窪んだ収納部分には別色を与えている。

キッチンを住宅の中心に配置し,家族が筒スペースに集まり兄家族との視覚的な交流を可能とする。

前面道路に対して開かれた一直線上の筒を住宅の外部に突き出すことにより,アトリエ空間を引き立てる計画にした。
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8
2
）8
7
9
・
2
2
2
0

施
工
者

設
計
者

田
中 

健
二

﹇S
m
all house design lab.

﹈

T
E
L（
0
8
2
）2
7
5
・
4
3
0
0

12



　

築
約
80
年
の
中
古
住
宅
を
購
入
。日
本

家
屋
が
好
き
と
い
う
ご
主
人
の
意
向
に
よ

り
広
縁
の
あ
る
和
室
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
。

家
の
中
心
に
キ
ッ
チ
ン
を
配
置
し
家
族
が
ど

こ
に
い
て
も
わ
か
り
、窓
を
開
け
る
と
風
が

家
の
中
を
横
切
る
よ
う
に
し
た
。新
建
材
、

ク
ロ
ス
は
一
切
使
用
せ
ず
無
垢
材
、自
然
素

材
を
使
用
。壁
、床
、天
井
全
て
に
断
熱
を

施
し
、壁
、小
屋
裏
の
補
強
も
行
っ
た
。〝
日

本
家
屋
に
住
む
〞と
い
う
住
み
方
の
文
化
を

〝
家
族
〞で
継
承
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

思
い
で
プ
ラ
ン
を
行
っ
た
。

before after

和室

広縁
玄関

物入 物入

和室

押入

押入

押入

K
LD

ＵＰ

押入

和室

和室

和室

広縁
玄関

和室

物入 物入 物入　

和室
物入

井戸

勝手口

DKＵＰ

前室

創
意
工
夫
点

世
羅
の
家

元土間だったところ。
家族が並んで使用できる大きさ。

無垢材（クリ）の床の一部にタイルを使用し掃除しやすくした。天井,腰壁は杉,しっくいの塗壁と和風にした。

床を杉に貼り替え,天井,壁は既存。
建具は既存再利用。

キッチンを部屋の中心に配置することで家中への動線を確保。うしろの小窓を開けると家の中を風が吹き抜ける。

小屋裏ロフトからリビングが見渡せる。
古い梁が古民家の良さを強調する。

3つの和室を1室（15帖）にした。床は30㎜厚の杉フローリング。

昭和初期から町を見守ってきた家。新しい家族を迎えた今も，昔のままの外観を残している。採光と景観を考慮し,南面に掃出しサッシを設置。

世
羅
町

他現場で見つけた古い型板ガラスを利用。
模様はふたりのお子さんの名前と同じ。

選
評

 

世
羅
の
中
心
部
に
近
い
古
民
家
を
、空

き
家
バ
ン
ク
制
度
を
利
用
し
て
取
得
し
、

子
供
た
ち
を
の
び
の
び
育
て
た
い
と
い
う

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
改
修
し
た
こ

の
事
例
は
、今
後
の
空
き
家
活
用
の
モ
デ

ル
と
な
ろ
う
。キ
ッ
チ
ン
を
家
の
中
央
に

移
し
、生
活
の
中
心
と
な
る
L
D
を
南

面
さ
せ
断
熱
性
能
も
含
め
快
適
性
を
高

め
た
一
方
で
、広
縁
に
囲
ま
れ
た
10
畳
の

座
敷
や
玄
関
の
間
、建
物
の
外
観
に
は
手

を
加
え
て
い
な
い
。築
80
年
の
日
本
建
築
の

魅
力
と
現
代
の
快
適
性
の
両
立
を
図
っ

た
点
が
評
価
さ
れ
る
。

審
査
委
員  

福
田 

由
美
子

建
築
主

T
様

橋
本 

英
俊﹇
橋
本
建
設
㈱
﹈

T
E
L（
0
8
2
）8
7
8
・
1
1
1
0

施
工
者

設
計
者

延
平 

司﹇
橋
本
建
設
㈱
﹈

T
E
L（
0
8
2
）8
7
8
・
1
1
1
0

空き家再生部門

最優秀賞

審査委員
特別賞

before

before

before

before

after

after

after

after

補
助
金
世
羅
町
定
住
促
進

空
き
家
活
用
事
業
補
助
金

34



﹇
国
﹈木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト

 

明
治
中
期
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
こ
の
家
は
、

築
1
3
0
年
を
超
え
る
。先
祖
か
ら
受
け
継
い

だ
家
を
直
し
て
、今
後
の
人
生
を
安
心
し
て
心

地
よ
く
暮
ら
し
て
い
き
た
い
、と
い
う
熱
い
思
い

か
ら
計
画
が
始
ま
り
、打
合
せ
を
重
ね
た
。民
家

の
持
つ
、田
の
字
型
の
お
お
ら
か
な
架
構
を
利
用

し
て
、古
き
家
の
記
憶
を
留
め
つ
つ
、く
ら
し
の
場

を
設
え
た
。暗
く
な
り
が
ち
な
古
民
家
の
内
部

だ
が
、回
遊
動
線
と「
抜
け
」を
作
る
こ
と
で
、光

と
風
が
通
り
ぬ
け
る
機
能
的
な
空
間
と
し
た
。

当
初
、減
築
を
提
案
し
た
離
れ
で
あ
る
が
、小
さ

い
な
が
ら
も
妻
の
実
母
の「
終
の
棲
家
」と
し
て

作
り
直
し
、建
築
主
の
要
望
に
応
え
た
。

before

after

仏
間

床
の
間

濡れ縁

UP
1
2
3
4
5
6
7
8

廊下

冷

▼

子供
部屋土間

土間

洗面
脱衣室

浴室

洗面
脱衣室

ト
イ
レ

浴室

押入押入

廊下

便所

納戸

広縁

広縁

広縁
板の間

土間

台所

台所

和室和室和室

和室

和室

和室

和室

子供
部屋

物
入

物
入

物
入

仏
間

床
の
間

床
の
間

廊
下

母の部屋

母の部屋

押入

DN

主寝室

板の間

1
2
3
4
5
6
7
8

10
11

吹抜

創
意
工
夫
点

補
助
金

天井を取払い,すっきりした土間空間に。近所や友人とのコミュニケーション
の場であり,この家のハレの場である。

光と風をたくさん取り入れるため,かつて養蚕が行われていた床
を取払い,吹抜けとした。

居間の北側の部屋は、回遊動線上
にあり,階段,トイレにつながる。障子
を放てば光も風も通る。

土間に欅（ケヤキ）箪笥を再利用し,天板には縁側の桜板を貼った。古い家を記
憶に留めた。

北側に位置するが,山に向かって窓を開放し,天窓を設けることで,心地よい台
所とした。天窓は排熱も期待する。

天井高を確保するた
め,屋根に断熱を施
し,勾配天井とした。
吹抜けで居間へとつ
ながる。

明治から平成までの,年を重ねてきた家に敬意を表し,断熱,
補強など最低限を施し,姿をそのままに留めた。

南の明るく風通しのいい場所に,集いの居間を設えた。庭や土間,和室へとつながる。

明治時代から変わらず,この地の風景を形作る外観は,そのまま継承した。古来からの漆喰と焼杉の仕上げとした。

選
評

 

１
３
０
年
間
使
い
続
け
た
家
を
、家
族
の

暮
ら
し
を
快
適
に
安
全
な
も
の
と
し
て
、

更
に
永
く
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、田
の
字

型
の
典
型
的
な
民
家
に
、集
い
の
場
、食
の

場
、水
廻
り
、個
の
場
な
ど
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を

考
え
、暗
い
イ
メ
ー
ジ
の
民
家
に
吹
抜
け
、

天
窓
な
ど
に
よ
り
光
と
風
を
呼
び
込
み
、

自
然
を
う
ま
く
利
用
し
た
プ
ラ
ン
と
な
っ
て

い
る
。ま
た
、土
間
を
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
場
と

し
て
活
用
す
る
な
ど
、地
域
と
の
連
携
も

取
れ
る
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
改
修

と
、外
観
も
良
く
在
来
の
形
式
の
保
存
に

努
め
て
い
て
、参
考
と
な
る
事
例
で
あ
る
。

審
査
委
員  

元
廣 

清
志

建
築
主

Y
様

梶
田 

正
文﹇
㈲
フ
カ
ガ
ワ
﹈

T
E
L（
0
8
4
7
）3
3
・
0
6
6
8

施
工
者

設
計
者

梶
田 

栄
子﹇
e
ｆ
設
計
室
﹈

T
E
L（
0
8
4
7
）3
3
・
0
6
6
8

リフォーム部門

最優秀賞

before

after

小
泉
の
家
〜
時
代
を
超
え
て
住
み
継
ぐ
〜
　

三
原
市

56



建
築
主

設
計
者

施
工
者

建
築
主

設
計
者

施
工
者

和室
6帖

和室
8帖

台所

UPホール 玄関

S

R

ス
ト
ー
ブ

LDK 34帖

鞘の間

洗面
脱衣室

UB

主寝室

DN

子供室
6.7帖

子供室
6.7帖

R

リビング
12.8帖寝室

8.9帖

和室
6帖

UP

S

R

和室
6.7帖

DK
（7.8帖）

縁側
縁
側

縁側

洗面
脱衣室

洋室
（13.4帖）

玄関

和室
8.9帖

和室
8.9帖

洋室
6.7帖

洋室
9.5帖

DN

和室
8帖

和室
5帖

before

LDK。床全体を下げて天井の高さを確保し,主居室の中心性を持たせた。

リフォーム部門

優秀賞

創
意
工
夫
点

選
評

岩
成
の
家

岡
本 

照
造 

様

石
川 

晋
次﹇
㈲
宮
原
工
ム
店
﹈

T
E
L（
0
8
4
）9
6
3
・
2
7
5
9　

宮
原 

伸
明﹇
㈲
宮
原
工
ム
店
﹈

T
E
L（
0
8
4
）9
6
3
・
2
7
5
9　

　

１
階
は
Ｌ
Ｄ
Ｋ
を
南
側
に
配
置
し
て
明
る

さ
を
確
保
し
た
。同
時
に
和
室
を
引
戸
に
よ
っ

て
Ｌ
Ｄ
Ｋ
と
仕
切
り
、普
段
は
大
き
な
一
室
と

す
る
こ
と
で
田
の
字
型
の
間
取
り
の
風
通
し
の

良
さ
を
活
か
し
た
。元
々
離
れ
に
し
か
な
か
っ
た

浴
室
、ト
イ
レ
を
新
設
し
、階
段
は
勾
配
を
緩

や
か
に
し
て
架
け
替
え
、そ
れ
ら
を
繋
ぐ
廊
下

部
分
は
吹
抜
け
を
介
し
て
ハ
イ
サ
イ
ド
ラ
イ
ト

か
ら
安
定
し
た
明
る
さ
を
与
え
て
い
る
。２
階

は
屋
根
勾
配
に
合
わ
せ
て
高
天
井
と
し
、同
時

に
隠
れ
て
い
た
丸
太
梁
を
露
出
し
た
。95
年
前

の
材
木
が
し
つ
ら
え
の
一
部
と
な
っ
て
こ
の
家
の

歴
史
を
感
じ
さ
せ
て
い
る
。

　
こ
の
作
品
は
日
本
家
屋
で
よ
く
見
ら
れ

る
暗
い
北
側
に
台
所
が
あ
り
、普
段
使
用
し

な
い
南
側
に
和
室
の
続
き
間
が
あ
る
典
型
的

な
間
取
り
で
あ
っ
た
。多
く
の
住
み
手
が
同

じ
様
な
間
取
り
で
悩
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、こ
の
作
品
は
、田
の
字
型
の
プ
ラ
ン
の
開

放
性
や
動
線
を
活
か
し
な
が
ら
問
題
を
解

消
し
て
い
る
。ま
た
築
95
年
で
移
築
さ
れ
た

事
の
あ
る
建
物
で
も
あ
る
た
め
、構
造
上
の

問
題
を
現
場
で
も
検
討
し
手
間
を
掛
け
て

解
消
し
て
い
る
点
も
評
価
し
た
。2
階
の
梁

を
見
せ
る
事
で
天
井
高
を
と
っ
て
い
る
点
も

良
い
。今
後
も
参
考
と
な
る
作
品
で
あ
る
。

審
査
委
員  

田
中 

健
太
郎

和室からＬＤＫを見る。引戸によって
仕切れる。大きなワンルームにもな
り,風通しも良い。

階段に面して吹抜けとし,ハイサイド
ライトからの安定した光を導いた。

個室１,２。勾配天井によって梁が露
出し,古木の存在感が空間を引き立
てる。

縁側を内包して明るさを確保している。既存の
鴨居の面影を持たせたキャットウォークが部屋を
横断する。

玄関。床の高さを下げ,上がりやすい高さとし
た。東側に開口を設け,明るさを確保している。

築
95
年
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

福
山
市

before

after

before after

before after

家族用のスペースとなる場は天井が低く,床梁をそのまま現している。

リフォーム部門

優秀賞

創
意
工
夫
点

選
評

江
戸
時
代
末
期
の
古
民
家
再
生
　

K
様

道
本 
聡﹇
㈲
道
建
設
﹈

T
E
L（
0
8
2
）2
3
2
・
6
4
8
3　

山
根 

直
生﹇
㈲
道
建
設
﹈

T
E
L（
0
8
2
）2
3
2
・
6
4
8
3　

　

築
１
５
０
年
と
い
う
年
月
の
重
み
に
敬
意

を
払
い
、出
来
る
だ
け
残
せ
る
も
の
は
残
し
そ

の
ま
ま
の
良
さ
を
引
き
出
す
よ
う
な
設
計
を

心
掛
け
た
。さ
す
が
に
築
年
数
的
に
屋
根
や

柱
、土
台
の
劣
化
が
激
し
く
、取
り
替
え
る
部

分
も
発
生
し
た
。

　

ま
た
、い
つ
か
の
時
点
で
増
築
さ
れ
た
二
階

の
床
構
造
も
、貧
弱
な
状
態
で
あ
っ
た
の
で
一

階
天
井
の
二
階
床
梁
、座
板
の
化
粧
仕
上
げ

を
活
か
し
つ
つ
床
の
補
強
を
行
な
っ
た
。

　

構
造
即
ち
仕
上
げ
と
い
う
伝
統
工
法
特
有

の
意
匠
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
細
心
の

注
意
を
払
っ
て
い
る
。

　
広
島
の
古
民
家
の
良
さ
、豊
か
さ
を
感

じ
る
内
部
空
間
の
改
修
を
進
め
る
に
あ

た
り
、既
存
部
分
と
の
融
合
に
も
配
慮

し
、古
民
家
が
も
つ
暗
さ・
寒
さ
を
う
ま
く

解
消
し
、明
る
く
て
暖
か
い
居
住
性
の
良

さ
を
感
じ
る
住
宅
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。伝
統
工
法
の
継
承
も
各
所
に
活
か
さ

れ
新
し
く
加
わ
っ
た
家
族
も
元
気
に
育
つ

こ
と
で
し
ょ
う
。 審

査
委
員  

山
根 

一
弘

洋風テーストの２階は親世帯と子世帯のプライバ
シーを高めるため,若夫婦の主寝室にも居間を設
けている。

若夫婦の居住スペースとなる2階部分
は,天井高が低く,吹抜け空間として計
画した。

木製建具から,断熱サッシへ変更。床下断熱,及
び木部塗装と外壁漆喰の塗り替えも行った。

柱・梁・差鴨居など既存を
活かし,テレビ台などは造
作している。

広
島
市

before
before

田の字型に仕切られた和室の一部をＬ
ＤＫとして1部屋とする計画。

after

after

after

補
助
金
省
エ
ネ
住
宅
ポ
イ
ン
ト
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建
築
主

設
計
者

施
工
者

建
築
主

設
計
者

施
工
者

　

30
年
前
に
は
一
般
的
で
あ
っ
た
3
D
K
の
間

取
り
か
ら
、夫
婦
と
子
供
1
人
の
3
人
暮
ら
し

を
想
定
し
て
ゆ
っ
た
り
し
た
2
L
D
K
へ
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。南
西
の
庭
に
面
し
て
6
帖

の
洋
室
と
和
室
が
あ
っ
た
場
所
に
家
族
が
集
う

L
D
K
を
配
置
。ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
と
並
ん

だ
対
面
式
の
キ
ッ
チ
ン
は
隣
の
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
ク

ロ
ー
ゼ
ッ
ト
を
介
し
て
洗
面
室
ま
で
つ
な
が
っ
て

お
り
、家
事
動
線
を
ぐ
る
り
と
回
遊
で
き
る
。

専
用
庭
に
は
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
敷
き
つ
め
、リ
ビ

ン
グ
と
行
き
来
し
や
す
い
く
つ
ろ
ぎ
の
ス
ペ
ー
ス

だ
。主
寝
室
は
間
仕
切
り
壁
で
区
切
ら
ず
、リ

ビ
ン
グ
の
一
角
に
し
た
。子
供
室
に
は
ロ
フ
ト
を

設
け
、限
ら
れ
た
空
間
を
有
効
活
用
し
た
。

　

本
が
大
好
き
と
い
う
ご
夫
婦
。い
つ
で
も
手

に
取
っ
て
本
を
読
め
、本
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
空
間
を
希
望
さ
れ
た
。本
が
イ
ン
テ
リ
ア
の

一
部
と
な
る
よ
う
、壁
一
面
に
広
島
県
産
材
の

杉
の
板
を
使
い
、食
器
棚
も
兼
ね
た
大
容
量
の

「
見
せ
る
」「
飾
る
」収
納
を
設
計
し
た
。ま
た
、

全
長
4
ｍ
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
一
体
型
の

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
キ
ッ
チ
ン
を
製
作
し
、統
一
感

の
あ
る
空
間
に
仕
上
が
っ
た
。同
時
に
、本
来
物

件
が
も
っ
て
い
た
光
と
風
通
し
の
良
さ
を
よ
り

活
か
せ
る
よ
う
設
計
し
た
。

わざと梁の仕上げをせず,むき出しにすることで空間のアクセントとした。

創
意
工
夫
点

H
o
u
se
.T

F
様

福
繁 

愛

﹇W
H
IM
-design

建
築
事
務
所
﹈

T
E
L（
0
8
2
）8
7
7
・
6
3
7
7

河
井 

光
誠

﹇
河
井
建
設
工
業
㈱
﹈

T
E
L（
0
8
2
）2
9
1
・
1
2
1
1

創
意
工
夫
点

Y
様

谷
川 
智
明
・
浅
津 

真
吾

﹇
㈱S

W
ITC
H

﹈

花
井 

佳
代

﹇
㈱
ハ
ウ
ジ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ン
﹈

T
E
L（
0
8
2
）5
0
3
・
0
8
8
1

間仕切りや壁を作らないことで,限られたスペースを最大限に使うことができる。

壁面にモザイクタイルを貼ることで無機質な空間ではなく温かみのある
空間に。

寝室とリビングをあえて区切らず,寝室もＬＤＫの一部として家族がくつろ
げる気持ちの良いスペースに。

― 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室
を
温
も
り
あ
る
戸
建
風
へ
―

広
島
市

before after

before after

本
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
す
家

部屋と部屋の間に壁ではなく引戸を設置し,ライブ
ラリーへの動線と風の通り道を確保した。

ベッドとしても使えるFRP（グレーチング）の
ロフトや鮮やかなブルーグリーンの塗装で
空間に楽しさを表現。

長いカウンターはキッチンの配膳スペース
や書斎コーナーにと多用途に活用できる。

広島県産材の杉の板を使用した大容量の棚には可動扉を付け,家電や食器も収納できるステンレスのキッチンはダイニングテーブルと一体型で製作。

和室を取り払い,自然光で明るく開放的な空間に設計。窓際のベンチに腰か
けて読書も楽しめる。

“ライブラリースペース”の廊下側のオリジナル建具には、玄関からの光
を取り込めるよう一部ガラス張りに。

効率的な動線はもちろん,リビングにいるお子さまの
様子も見ることができる。

壁紙は輸入壁紙を使用。

トイレの壁紙にも「本」のイラ
ストが。

広
島
市

リフォーム部門

奨励賞
リフォーム部門

奨励賞

写真／studio LUCUSS 古田麗
910



建
築
主

設
計
者

施
工
者

　

こ
の
住
ま
い
は
、１
階
か
ら
２
階
ま
で
包
み

込
む
大
屋
根
で
構
成
さ
れ
、道
路
側
か
ら
は

一
見
す
る
と
平
屋
の
様
な
佇
ま
い
と
し
た
。そ

の
屋
根
断
面
は
そ
の
ま
ま
室
内
に
反
映
さ

れ
、リ
ビ
ン
グ
は
大
ら
か
な
勾
配
天
井
と
な
っ

て
２
階
の
子
供
部
屋
へ
と
連
続
し
て
い
く
。平

面
計
画
で
は
、回
遊
性
を
持
た
せ
た
家
事
・
生

活
動
線
と
し
多
様
性
を
つ
く
り
だ
し
た
。ま
た

建
築
主
自
ら
が
塗
装
を
行
う〝
参
加
型
の
家

づ
く
り
〞と
す
る
こ
と
で
、コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図

る
と
共
に
住
ま
い
へ
の
愛
情
を
深
め
る
こ
と
に

貢
献
し
た
。

創
意
工
夫
点

緑
陽
の
家

I
様

岡
本 

康
生

﹇
一
級
建
築
士
事
務
所
プ
ラ
ス・ワ
イ
﹈

T
E
L（
0
8
4
）9
4
4
・
8
9
6
6

角
田 

浩
樹﹇
ホ
ー
ム
㈱
﹈

T
E
L（
0
8
4
）9
8
7
・
3
5
5
5

和室からリビングを見る。木製サッシからリビング床へと光が差し込み陽だまりを
つくっている。

ダイニングからリビングを見る。杉板を張った壁が緩やかに空間を分節する。
この壁は構造体兼TV掛け。

２階まで連続する大屋根が家全体を包み込む。屋根中腹にある穴は寝室前のバルコニーとなっている。

福
山
市リビングは勾配天井となっ

ており２階の子供部屋へと
繋がる。床は天然の杉板張
りで足触りが気持ちいい。

ダイニングテーブルの真上に天窓を設置。明
るいだけでなく食事をしながらふと見上げると
空が見え楽しい。

天井いっぱいの玄関引き戸。大きな花崗岩の踏み石とそれ
に続く土間は墨入りモルタル。軒裏は杉板張り。

玄関を見る。下駄箱と高さを揃えた地窓から植物がちらっと
見え,その影が土間に影を落とし込んでいる。

脱衣室から飛び出した洗面台。廊下の一角に洗面コーナー
として据え付けることでより自由度を高めた。

家族みんなで力を合わせて床の塗装。天井材や家具・建具など建築主自らが塗装を行う参加型家づくり。

選
評

　

施
主
の
希
望
す
る「
光
」「
風
」「
白
」

「
木
」を
モ
チ
ー
フ
に
造
ら
れ
た
家
は
，勾

配
屋
根
を
利
用
し
た
吹
き
抜
け
の
リ
ビ

ン
グ
と
和
室
や
濡
れ
縁
・
庭
に
連
続
性
を

持
た
せ
る
こ
と
に
よ
り
、小
ぢ
ん
ま
り
と

し
た
外
観
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
広
が
り

と
光
に
満
ち
た
豊
か
な
空
間
と
な
っ
て
い

る
。さ
ら
に
、ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
と
各

部
屋
と
の
回
遊
性
な
ど
生
活
動
線
に
対

応
し
た
工
夫
も
見
ら
れ
る
。施
主
は
自
ら

塗
装
を
行
う
な
ど
積
極
的
に
家
づ
く
り

に
参
加
し
て
お
り
、愛
情
溢
れ
る「
我
が

家
」は
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。

審
査
委
員  

宮
地 

正
人

新築部門

最優秀賞
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建
築
主

設
計
者

施
工
者

建
築
主

補
助
金

設
計
者

施
工
者

企
画

立
案
者

創
意
工
夫
点

田
尻
の
家

I
様

穂
垣 

友
康
・
穂
垣 

貴
子

﹇
く
ら
し
設
計
室
﹈

T
E
L（
0
8
4
）9
7
3
・
7
2
0
2

角
田 

浩
樹﹇
ホ
ー
ム
㈱
﹈

T
E
L（
0
8
4
）9
8
7
・
3
5
5
5

　

福
山
市
郊
外
の
鞆
の
浦
へ
至
る
幹
線
道
路

沿
い
に
建
つ
二
世
帯
住
宅 

兼 

ア
ト
リ
エ
で
あ

る
。敷
地
の
南
北
に
２
つ
の
庭
を
計
画
し
、建

物
中
央
に
配
置
し
た
通
り
土
間
か
ら
南
北
の

庭
、そ
し
て
ま
ち
へ
と
繋
が
る
よ
う
な「
ま
ち
に

開
い
た
暮
ら
し
」が
で
き
る
瀬
戸
内
の
自
然
環

境
と
共
生
す
る
住
ま
い
を
目
指
し
た
。夏
は

南
面
に
設
け
た
深
い
庇
で
日
差
し
を
遮
り
、

冬
は
南
面
に
設
け
た
窓
か
ら
差
し
込
む
日
射

熱
を
熱
容
量
の
大
き
な
墨
入
り
モ
ル
タ
ル
の

床
に
蓄
熱
さ
せ
て
暖
房
効
果
を
得
る
こ
と

で
、室
内
環
境
を
安
定
化
さ
せ
る
よ
う
な
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
住
ま
い
で
あ
る
。

M
様

安
芸
高
田
市
住
め
ー
る
補
助
金

冨
野
井 
武
志﹇
㈱
和
田
組
﹈

T
E
L（
0
8
2
6
）5
7
・
1
3
1
4

米
近 

貢﹇
㈱
和
田
組
﹈

T
E
L（
0
8
2
6
）5
7
・
1
3
1
4

T
E
L（
0
8
2
6
）5
7
・
1
3
1
4

吉
富 

奉
行﹇
㈱
和
田
組
﹈

福
山
市

四
季
を
感
じ
る
家
　濡れ縁と庭の先には田園が広がる。

南面と東面は田園に開けており,庭にはモミジや桜な
ど四季を感じられる植栽が植えられている。

引込戸を引き込むことによりLDKと濡れ縁・庭とその
先に広がる田園までが一体となる。

夏場は風の抜け道となり,冬場は薪ストーブの温も
りを家全体に配給し,また家族を緩やかに繋ぐ機能
を持つ。

一部を掘り込みとし大人数の来客への対応を可能
にした。腰をかけて食事などを楽しめるようにした。北面は,アプローチと駐車スペースとした。駐車場からは軒下を通って玄関及びサービスヤードに繋がる。

安
芸
高
田
市

新築部門

優秀賞
新築部門

優秀賞

選
評

 

こ
の
住
宅
は
個
人
住
宅
で
あ
る
が
周
辺

の
環
境
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
配
慮
が
な
さ

れ
周
辺
地
域
と
住
宅
の
あ
り
方
の
好
例

で
あ
る
。デ
ザ
イ
ン
的
に
気
負
っ
た
と
こ

ろ
が
無
く
施
主
の
要
望
に
配
慮
し
な
が

ら
極
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
丁
寧
に
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
て
お
り
非
常
に
好
感
の
持
て
る
住

宅
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。自
然
素
材
や
地

場
の
職
人
家
具
を
積
極
的
に
採
用
し
な

が
ら
地
域
性
・
場
所
性
を
活
か
し
た
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
住
ま
い
づ
く
り
の
お
手
本

に
な
る
秀
作
で
あ
る
。

審
査
委
員  

龜
谷 

清

選
評

　

大
空
間
の
Ｌ
Ｄ
Ｋ
を
中
心
と
し
て
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
空
間
を
配
し
た
シ
ン
プ
ル
な
平
面

計
画
で
あ
る
。田
園
に
開
か
れ
て
四
季
の
移

ろ
い
を
楽
し
め
る
Ｌ
Ｄ
Ｋ
は
、育
ち
盛
り
の

子
供
が
遊
び
、大
人
数
が
集
う
場
と
し
て
の

工
夫
も
あ
り
、居
心
地
の
良
さ
を
感
じ
る
空

間
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、優
良
住
宅
仕
様
の
住
宅
性
能
を

備
え
、地
域
産
材
を
活
用
す
る
な
ど
地
域

環
境
に
も
優
し
い
住
宅
で
あ
る
。実
質
的
で

無
駄
の
な
い
設
計
が
コ
ス
ト
を
抑
え
る
効
果

に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、子
育
て
世
帯
の
住

ま
い
づ
く
り
の
参
考
と
な
る
計
画
で
あ
る
。

審
査
委
員  

城
野 

敏
江

創
意
工
夫
点

 

敷
地
は
東
面
と
南
面
が
田
園
に
接
し
て
お
り
遮

る
も
の
が
無
く
、施
主
が
昔
か
ら
眺
め
て
き
た
風

景
や
記
憶
の
中
で
暮
ら
し
て
頂
け
る
よ
う
計
画

し
た
。東
面
及
び
南
面
に
大
き
な
開
口
を
設
け
、

庭
を
介
し
田
園
を
身
近
に
感
じ
て
頂
き
な
が
ら

四
季
を
感
じ
る
。夏
の
暑
い
時
期
は
通
風
で
の
生

活
を
可
能
に
す
べ
く
、L
D
K
を
吹
抜
け
と
し

北
面
に
ハ
イ
サ
イ
ド
ラ
イ
ト
を
設
け
、南
か
ら
の

通
風
が
吹
抜
け
か
ら
抜
け
る
機
能
を
持
た
し
た
。

吹
抜
け
は
2
F
個
室
と
も
面
し
て
い
る
た
め
、

家
族
を
緩
や
か
に
繋
ぐ
機
能
を
有
し
て
い
る
。

「まちに開いた暮らし」ができるように北庭を設け,四季折々の緑の景観を地域の人達と共有している。

ダイニングから通り土間・アトリエを見る。

冬は南側より差し込む日射熱を床に蓄熱させ室内
環境の安定化を図る。

アトリエから通り土間・ダイニング・キッチンを見る。 

2階ファミリールームから階段室を見る。

通り土間から北庭を見る。
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擁壁で少し高台となる敷地に建つ。軒高さを揃え水平ラインが強調される。眼下に稲穂が広がる。

坪
生
の
家

建
築
主

北
村 

太
郎 

様

今
川 

忠
男﹇
今
川
建
築
設
計
﹈

T
E
L（
0
8
4
）9
5
3
・
2
7
2
9

設
計
者

創
意
工
夫
点

建
築
主

設
計
者

施
工
者

横
見 
清 

様
・
横
見 

敦 

様

向
山 
徹
・
衞
藤 

翔
平

﹇
向
山
徹
建
築
設
計
室
﹈

T
E
L（
0
8
2
）9
6
2
・
6
4
0
8

奥
田 

耕
一﹇
㈱
プ
レ
ッ
ク
﹈

　

ひ
と
つ
の
敷
地
に
親
世
帯
・
子
世
帯
が
単
独

の
住
戸
を
建
て
た
小
さ
な
共
生
住
宅
の
計
画
。

道
路
沿
い
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
を
基
点
に
南
東

方
向
に
リ
ニ
ア
ー
な
庭
状
の
空
間
を
設
け
る
こ

と
で
、両
世
帯
の
間
に
北
庭（
来
客
用
駐
車
ス

ペ
ー
ス
）、中
庭
、南
庭
、と
い
っ
た
様
相
の
違
う

３
つ
の
庭
が
連
続
し
、緑
豊
か
で
一
体
感
の
あ

る
住
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

子
世
帯
住
戸
の
中
庭
に
面
し
た
外
壁
は
、四

季
折
々
に
変
化
す
る
緑
の
背
景
と
な
り
影
を

映
し
、静
か
な
風
景
を
穏
や
か
な
光
と
と
も
に

親
世
帯
に
送
り
届
け
、親
世
帯
の
和
室
か
ら
望

む
南
庭
は
、子
世
帯
の
メ
ガ
ホ
ン
形
状
の
空
間

に
借
景
と
し
て
庭
の
風
景
と
反
射
光
を
送
り

届
け
る
。

リビングの框戸を戸袋に引込むことで庭とリビングの境界を
ゆるやかにする。

エントランス

天井は杉板張り30mm,化粧垂木120×60,壁は珪藻土
塗り,床はナラフローリング,天井の高さ2,680～4,150。

木の架構を現しにすることで,木の力強さを感じると共に木に包み
込まれた安心感が生まれる。

福
山
市

Y
's
-H
O
U
S
E

屈曲した壁の配置が街路の様な空間を作り出している。

右に親世帯住居,左に子世帯住居,中央にはシンボルツリーのハナミズキ。

キッチン

親世帯の住居は平屋のため,昼前には陽の光が中庭
に降り注ぎ,秋には紅葉の葉が中庭を彩る。

メガホン型の建物形状が,縁側で反射した光を建物全
体に行き渡らせる。

配置計画により,子世帯住居の左官による荒々しい外壁を背景にした緑の景観を順光で
楽しむことが出来る。

天井まで届かない壁で区切ることで,天窓から降り注
ぐ光を空間全体で共有することができる。

広
島
市

新築部門

奨励賞
新築部門

優秀賞

選
評

創
意
工
夫
点

　

敷
地
は
福
山
市
郊
外
に
位
置
し
、両
親
が

住
む
母
屋
の
隣
で
あ
る
。南
北
を
軸
と
し
た
十

字
プ
ラ
ン
は
、家
族
が
集
ま
る
リ
ビ
ン
グ・ダ
イ
ニ

ン
グ
を
中
心
に
回
遊
性
が
あ
り
、引
戸
の
操
作

で
空
間
を
ゆ
る
や
か
に
分
節
す
る
こ
と
で
、や

わ
ら
か
な
一
体
感
を
生
み
出
し
て
い
る
。構
造

材
は
、広
島
県
大
峰
山
の
佐
伯
杉
を
選
定
し
、

床
や
天
井
の
内
部
仕
上
げ
に
は
木
材
を
使
用

し
、壁
は
珪
藻
土
塗
り
と
し
た
。自
然
素
材
と

し
木
の
持
つ
表
情
の
や
さ
し
さ
、肌
の
柔
ら
か

さ
を
感
じ
る
空
間
づ
く
り
と
し
て
い
る
。

 

自
然
の
光
が
差
し
込
み
、風
通
し
が
良
く
、

夏
は
涼
し
く
冬
は
暖
か
く
過
ご
し
や
す
い
。

家
族
の
団
欒
が
で
き
、団
結
が
生
ま
れ
、家

事
の
し
や
す
い
家
を
め
ざ
し
、両
親
の
住
む

母
屋
と
非
常
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
間
隔
と

配
置
を
も
っ
て
計
画
し
て
い
る
。特
に
広
島

県
大
峰
山
の
佐
伯
杉
を
直
接
山
林
に
出
か

け
選
定
す
る
な
ど
こ
だ
わ
り
、内
部
の
意
匠

に
木
の
構
造
が
よ
く
見
て
取
れ
る
デ
ザ
イ

ン
と
一
体
と
し
て
取
組
み
、建
物
全
体
で

木
を
感
じ
る
空
間
の
演
出
を
し
て
い
る
。時

を
楽
し
み
な
が
ら
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
通
じ

て
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
共
に
成
長
し
育
め
る
住

ま
い
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
る
。

審
査
委
員  

元
廣 

清
志

織
田 

誠
爾﹇
㈱
共
栄
店
舗
﹈

T
E
L（
0
8
4
）9
5
3
・
1
6
5
0

施
工
者

平
成
24
年
度
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り

事
業（
県
産
材
消
費
拡
大
支
援
事
業
）

補
助
金

写真／野村和慎

エントランス夜景
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築
1
0
0
年
の
空
き
家
に
な
っ
た
母
屋
が
あ

り
、横
の
離
れ
に
両
親
が
住
ん
で
い
た
。両
親
が

高
齢
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、娘
家
族
が
母
屋
に

帰
り
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。祭
事
に
は
親
戚
が

集
ま
る
こ
と
や
両
親
の
要
望
も
あ
り
、前
の
風

情
は
残
し
つ
つ
耐
震
診
断
に
基
づ
い
て
耐
震
補

強
と
断
熱
改
修
を
し
た
。仏
間
の
あ
る
続
き
間

は
残
し
て
そ
れ
以
外
は
柱
、梁
を
残
し
つ
つ
現

代
生
活
に
合
う
よ
う
に
間
取
り
を
変
更
し
た
。

Ｌ
Ｄ
は
南
側
に
移
動
し
梁
を
あ
ら
わ
し
、吹
抜

と
す
る
こ
と
で
明
る
く
開
放
的
に
し
た
。壁
は

珪
藻
土
、床
は
無
垢
材
に
植
物
性
塗
装
の
自

然
素
材
と
し
、既
存
と
な
じ
む
よ
う
に
し
た
。

before after
蔵

納戸

サン
ルーム

和室８帖 和室６帖

4.5帖
4.5帖

６帖 台所

玄関

洗面

風呂

縁

4.5帖

池

広縁

ＬＤ

タンス
寝室２

ポーチ

Ｋ

洗面

車庫

浴室

仏

玄関

蔵

子供室 吹抜

吹抜

寝室１
廊下

和室８帖 和室６帖

池

創
意
工
夫
点

中二階であった２階は天
井を撤去して屋根なりに
天井を張った。低いところ
で1.2ｍ程度であり,ロフト
のような部屋になった。

元々玄関だった場所にＬＤをもってきて上部から採光をとり明るさを確保した。全体
が見通せるので家の中心になっている。

奥の車庫へ通り抜けられるようになって
おり昔の広い土間のようなスペースに
した。突出し窓は木製で内部には網戸
を組み込んでいる。

母
屋
の
空
き
家
改
修

広
島
市

選
評

 

長
い
間
、空
き
家
に
な
っ
て
い
た
母
屋
を
、

そ
の
存
在
感
を
損
ね
る
こ
と
な
く「
和
」

の
雰
囲
気
を
意
識
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ

て
い
る
。思
い
切
っ
て
天
井
を
撤
去
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、白
壁
と
梁
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

を
上
手
く
表
現
し
て
お
り
、贅
沢
と
も
い

え
る
広
い
空
間
を
生
み
出
し
て
い
る
。そ
の

居
間
か
ら
、さ
り
げ
な
く
配
置
さ
れ
た
階

段
を
上
が
る
と
、明
る
い
子
供
部
屋
が
あ

る
と
い
う
仕
掛
け
が
楽
し
い
。玄
関
周
り
の

中
庭
は
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
周
囲
を
砂
利
で

仕
上
げ
、心
地
よ
い
ア
ク
セ
ン
ト
を
表
現
し

て
い
る
。こ
の
母
屋
が
、戻
っ
て
き
た
家
族

を
暖
か
く
迎
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

審
査
委
員  

宮
川 

裕
壮

建
築
主

M
様

山
本 

恭
久﹇
㈱
宝
工
務
店
﹈

T
E
L（
0
8
2
）2
4
1
・
0
1
4
1

施
工
者

設
計
者

中
村 

克
彦﹇
中
村
克
彦
建
築
事
務
所
﹈

T
E
L（
0
8
2
）2
9
3
・
8
6
2
0

beforebefore

優秀賞

外観の風情は要望通り残したが,風呂と脱衣室は減築し代わりに玄関を新しく造った。外部建具は全てペアガラスサッシに変更している。

after

after

空き家再生部門

ひひろろししま住まま住まいいづづくくりり支支援援ネネッットトワワーークク
（建築の専門家等）（建築の専門家等）

便利な情報,ご相談窓口など,住まいづくりのトータルサポート

ひろしま住まいづくり
支援ネットワーク
安心・安全の住まいづくりをめざして

建築士,住宅関連事業者,行政などの

みなさんの住まいづくりをサポートします。

「ひろしま住まいづくり支援ネットワーク」とは？

県内の建築・住宅関係団体が提供する住まいづくりに関する情報を共有し,
県民が安心して適切な住まいづくりが行えるよう支援することを目的としています。

ひろしま住まいづくり支援ネットワークでは,住まいづくりに関わる
消費者への情報提供や住宅相談など,住まいづくりのサポートを行っています。

消費者消費者
住ま住まいいづづくくりりををササポポーートト

ホームページによる情報提供
●住まいづくりのポイント
●高齢者のための住宅改修ポイント
●耐震診断

安心できる住宅相談
●これから住まいづくりをお考えの方
●現在工事中の方
●すでに工事が完了している方

リフォームについて
知っておきたい
ことって？安心で満足の

できるリフォーム
をするには？

悪質な
訪問販売によくある
手口って何？

どこに相談
すればいいの？
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すまいとすまいる！！

主　催 広島県
ひろしま住まいづくり支援ネットワーク
広島県，呉市，福山市，三次市，東広島市，廿日市市，
（独）住宅金融支援機構中国支店，（公社）広島県建築士会，
（一社）広島県建築士事務所協会，（公社）日本建築家協会中国支部，
（一社）広島県建築センター協会，広島県住宅産業四団体協議会，
（一社）日本住宅リフォーム産業協会中国四国支部

後　援 中国新聞社，NHK広島放送局，中国放送，
広島テレビ，広島ホームテレビ，テレビ新広島，
広島エフエム放送，国土交通省中国地方整備局

事務局 ひろしま住まいづくり支援ネットワーク
「ひろしま住まいづくりコンクール2015」事務局
（公社）広島県建築士会　事務局
〒730-0052 広島市中区千田町3-7-47 広島県情報プラザ5F
TEL０８２－２４４－６８３０㈹


